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f三 験機関到着 日、包装か ら取 り出 した 日時及び試験片を準備 した 日時

i彗 日        :平 成 30年 5月 14日

=:去 か ら取 り出 した 日時  :平 成 30年 5月 14日
[三 議片を準備 した 日時   :平 成 30年 5月 15日

ij詳片 による窒素酸化物除去量、二酸化窒素生成量、窒素酸化物吸着量および脱着量

コ` .・‐Qads+QNO~QN02~Qdes

、コ  :試 験片による窒素酸化物除去量 (μ mol)

ユト :試 験片による窒素酸化物吸着量 (μ mol)

●II :試 験片による一酸化窒素除去量 (μ mol)

●II :試 験片による二酸化窒素生成量 (μ mol)

,コ .=s :試 験片による窒素酸化物脱着量 (μ mol)

試 料名称

t触 媒塗布アル ミ板 (NFE2)

-1こ よる再生効率

_=(Qwl+Qw2)/QNOx× 100

:水洗 による再生効率 (%)

.1 :試 験片か らの窒素酸化物溶出量 (1回 目)(μ mol)

_ :試 験片か らの窒素酸化物溶出量 (2回 目)(μ mol)

_{ :試 験片による窒素酸化物除去量 (μ mol)

試料名称

」触媒塗布 アル ミ板 (NFE2)

_桑 物 質ガスの供給濃度 、

_美 物 質ガ スの供給濃度

―́■ ガス流 量

[気 濃度

試 験 ガ ス流 量、 水 蒸 気 濃 度 、 温 度

:一 酸 化 窒 素 (NO)、 1.O ppm

:3.OL/1■ in

:1.56体 積 分 率 %

:23.5± 1℃
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QNOx Qoa. QNO Qdes

1.84 0.03 9.56 7.53 0.22

1lW Qwl Qw2 Qrn'

198.37 3.61 0.04 1.84
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